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迫
　「交通事故防止運動」（佐沼交通安全母の会主催)は11月
15日、ミヤコーバス佐沼営業所前交差点で実施され、同会
会員20人が交通事故防止を呼び掛けました。
　秋は夕暮れが早まり、交通事故が増えやすい季節。会員ら
は「ラ・ラ・ラ運動」（ライトの早め点灯（ライトオン）・運転手
が見えやすい服装（ライトアップ）・右側注意（ライトケア
フル））の啓発チラシなどを「安全運転をお願いします」と、
声掛けをしドライバーに手渡しました。

登米
　「とよま産業まつり」は11月５日、登米総合体育館駐車場
で開かれ、来場者はとよまの秋を満喫しました。
　同日は、炭火バーベキューコーナーが設置され、多くの来
場者が焼肉を楽しむなど大にぎわい。会場内では、登米市産
の牛肉、豚肉、新鮮な野菜や果物などが販売されました。大
人気の牛ステーキの試食は、約2千人に無料で配られ、長蛇
の列に。同時開催されたカッパハーフマラソンのランナー
も多数訪れ、登

と

米
よま

の秋を満喫しました。

東和
　東和中生徒を対象にした「キャリアセミナー」は11月10
日、同中学校で開かれ、生徒たちは仕事をする意味や意義を
学びました。
　キャリアセミナーは、生徒に勤労観や職業観などを身に
付けさせることが目的。司法書士、理学療法士や管理栄養士
など、各業種 20人の講師が、生徒に職に就いたきっかけ、
夢や目標を持ち努力することの大切さを伝えました。生徒
は、将来進む道について真剣に考えました。

中田

豊里
　「豊里駅前冬の蛍通り点灯セレモニー＆クリスマスパー
ティー」（豊里駅前冬の蛍通り実行委員会主催）は12月2
日、陸前豊里駅前で開かれました。
　産直がんばる館と、イチョウ並木に付けられた色とりど
りの LED電球約 4万個が一斉に点灯。多くの来場者から
歓声が上がりました。クリスマスパーティーでは、温かい
スープと豚汁が無料で振る舞われ、サンタクロースが一足
早いプレゼントを配り、子どもたちを喜ばせました

石越
　「第24回東京いしこし会総会・交流会」（東京いしこし会
主催）は11月12日、東京都台東区の東天紅上野店で開か
れ、石越町出身者など75人が旧交を温めました。
　総会後の交流会では、石越民謡同好会が民謡を、東京い
しこし会会員が尺八と歌などを披露。お楽しみ抽選会では、
石越産米などが当たり、大きな歓声が上がりました。参加者
らは再会を喜び、石越町の地酒を味わいながら、古里を語り
合い、交流を深めました。

津山
　つやま幼稚園幼年防火クラブ員の「防火パレード」は
11月 9日、柳津小からつやま幼稚園までの区間で行われ、
同園児17人が火災予防をＰＲしました。
　防火パレードは、秋の火災予防運動の一環。園児らは、
約1㌔㍍の区間を拍子木を打ちながら「火の用心、マッチ1
本火事のもと」と、元気な声で沿道の人たちに火災予防を呼
び掛けました。終了後、津山婦人防火クラブから、頑張った
園児たちに記念品が贈られました。

米山
　「第39回宮城県防具付空手道秋季大会」は10月29日、
気仙沼市本吉総合体育館で開かれ、本市から４団体が出場
しました。
　米山町空手道連盟は、団体戦三連覇がかかった大会。選
手、指導者は、並々ならぬ決意で日々の修練を重ね、大会に
臨みました。高校・一般男子団体の部では、強敵を退け見事
三連覇を果たしました。また、個人戦各部門でも所属選手が
活躍し、多数入賞しました。

南方
　登米市消防団南方支団の「一斉放水訓練」は11月５日、
南方町畑岡地区の寺堤で行われ、火災が発生しやすい時期
に向けて、防火への気持ちを新たにしました。
　訓練は、秋季火災予防運動の一環。有事に備えて、放水、ポ
ンプ操作や機械整備技術を総点検しました。副支団長の号
令により 24台のポンプ車から一斉に放水し、日頃の訓練
の成果を披露。訓練後、消防団員と婦人防火クラブ員が毎戸
防火診断をし、火災予防を呼びかけました。

TOWNS TOPICS

　「第31回なかだの秋祭り」は11月５日、市役所中田庁舎な
どを会場に開かれ、多くの来場者でにぎわいました。
　同日は、野外ステージで創作太鼓やよさこい、文化祭会場
で俳句、絵画の展示やお茶会などが催され、年齢を問わず楽
しめるイベントが盛りだくさん。恒例の「みんなでカッパ巻」
には100人以上が参加し、約100㍍のカッパ巻きを完成させ
ました。また、都市農村交流事業で訪れていた東京中田会の
皆さんも、古里の秋を心ゆくまで楽しみました。


